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1．はじめに 

 地球規模の大きな問題として，人為的な要因による

気候変動に対する関心が強まっている．近年，日本各

地では気候変動によって豪雨や猛暑のリスクが高ま

り，多くの災害が発生している． 環境省により策定

された気候変動適応法のほか，気候変動への対策は地

方自治体でも進められてきている．例えば栃木県那須

塩原市では EbA（生態系を利用した気候変動適応）

の導入が検討されている． 

EbA の具体的な事例としては，田んぼダムや緑の

ダムが挙げられるが，これらの取り組みには地域住民

の協力や分野横断的な連携が必要不可欠である．佐々

木¹⁾は市民向けの地域の取り組みの課題抽出に取り組

んだが，その実現には，関係組織・部署など多岐にわ

たるステークホルダー（利害関係者）によるプロジェ

クトならびにその潜在的影響の認識，変化への支持・

抵抗などを表すステークホルダーの関与度を望ましい

状態まで高めることが重要となる． 

本研究では，EbA 導入における各ステークホルダ

ーの関与度に着目し，類似した先行事例の聞き取り調

査を実施する．その結果をもとに EbAの導入を検討

している栃木県那須塩原市を対象として，市民向けの

ワークショップと，各組織での連携をテーマとした

EbA 関係組織・部署向けのワークショップを実施す

る．これによって，地域住民を含めたステークホルダ

ーの関与度向上と，具体的な計画立案に向けた留意点

を分析することを目的とする．研究の流れを図 1 に示

す．本稿では，図 1のステークホルダー分析までを述

べる． 

2．聞き取り調査 

EbA および Eco-DRR（生態系を活用した防災・減

災）の取り組みをまとめた環境省のデータベース²⁾を

中心に取り組みに関わる組織を抽出し，聞き取り調査

を実施した．調査対象と内容は表 1のとおりである．

  
図 1 研究の流れ 

 
表 1 聞き取り調査先と調査内容 

3．ステークホルダー分析 

各ステークホルダーの関与レベルを整理するた

め，PMBOK ガイド³⁾のステークホルダー関与度評価

マトリックスを用いて分析を行った．それぞれの聞き

取り調査の結果と作成したステークホルダー関与評価

度マトリックスは以下のとおりである．(一部抜粋) 

3-1．長野県「災害に強い森林づくり」 

 長野県庁職員 3 名を対象にして，長野県の「災害に

先行事例の聞き取り調査

ステークホルダー分析

調査結果をもとにしたワークショップの設計

ワークショップの実施および成果物・アンケ
ートの集計

計画立案に向けた留意点の分析

調査対象 調査内容

那須塩原市農林整備課

田んぼダムと緑のダムの導入に関わるステークホル

ダー、那須塩原市における田んぼダムと緑のダムの現

状

那須塩原市森林組合
森林整備の現状、森林所有者との関わり、森林の管理

形態

沖縄県森林管理課
「やんばる型森林業」の推進体制、ステークホル

ダー、取り組みの中で生じた課題

長野県森林づくり推進課
「災害に強い森林づくり」の推進体制、ステークホル

ダー、住民主導の取り組み

横浜市環境創造局

「気候変動に適応したグリーンインフラの活用」にお

ける農地での取り組み、庁内での部局横断的な体制づ

くり

京都市防災危機管理室
「雨に強いまちづくり」の推進体制、庁内での部局横

断的な体制づくり
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強い森林づくり」に関する聞き取り調査を行った．現

在県内各地で展開されている取り組みは，大きな災害

の発生を契機としているところが大半であること，先

進事例である岡谷市における取り組みでは地域住民が

立ち上げた「西山里山の会」という組織を中心に，勉

強会や区民への啓発などの活動を積極的に実施してい

ること，県としては区の役員などを務める「地域キー

パーソン」やその方々とコミュニケーションを取る市

町村職員の関心度を高めることが重要だと考えている

ことが明らかとなった．

 
図 2 長野県「西山里山の会」におけるステークホ

ルダー関与 

3-2．横浜市「気候変動に適応したグリーンインフラの

活用」 

 横浜市職員 3 名を対象にして，横浜市の「気候変

動に適応したグリーンインフラの活用」および部局横

断的な体制づくりに関する聞き取り調査を行った．横

浜市環境創造局では環境保全，みどり，農業，公園，

下水道の 5 つの観点から分野横断的に調整を行ってい

ること，「農地を活用した雨水貯留浸透事業」におい

ては農業分野と下水道分野で両者のメリットを探りな

がら取り組みを推進していること，グリーンインフラ

の取り組みでは市の内部においても通常時と災害時と

で対応する部署が異なる場合があるということが明ら

かとなった． 

 
図 3 横浜市「気候変動に適応したグリーンインフ

ラの活用：農地を活用した雨水貯留浸透事業」にお

けるステークホルダー関与 

3-3．京都市「雨に強いまちづくり」 

 京都市職員 3名を対象にして，京都市の「雨に強い

まちづくり」に関する聞き取り調査を行った．関係局

区での連携による効率化やコスト縮減のために段階的

にプロジェクトを進めてきたこと，プロジェクトのフ

ェーズ毎に関与するステークホルダーの数が増加して

いったこと，4 つの会議体から成る推進体制を構築し

中心的な部局が事務局として調整を行っていることが

明らかとなった． 

 
図 4 京都市「雨に強いまちづくり」推進計画段階

におけるステークホルダー関与 

4．ワークショップの設計 

 聞き取り調査の結果を踏まえ，那須塩原市民を対象

に実施する第 1回ワークショップと，EbA 関係者を

対象に実施する第 2回ワークショップの設計を行っ

た． 

 第 1 回ワークショップに関しては，聞き取り調査よ

り得られた住民の自分ごと意識の醸成と「地域キーパ

ーソン」参画の重要性という考えをもとに，自己と他

者の視点から EbAに対する関心度向上を図る内容と

している． 

 第 2 回ワークショップに関しては， 聞き取り調査

より得られた分野横断的な体制構築と計画策定の重要

性という考えをもとに，EbA関係者間での連携にお

ける課題抽出を図る内容としている． 
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ステークホルダー 無関心 抵抗 中立的 支援 指導的

市役所 ●

西山里山の会 ●

県・地方事務所 ●

森林所有者 ●

自治会 ●

地域住民（区民） ●

森林組合 ●

小中学校 ●

財産区 ●

林業事業体 ●

ステークホルダー 無関心 抵抗 中立的 支援 指導的

横浜市 ●

農業者 ●

大学 ●

地域住民 ●

ステークホルダー 無関心 抵抗 中立的 支援 指導的

行財政局 ●

産業観光局 ●

都市計画局 ●

建設局 ●

区役所 ●

消防局 ●

上下水道局 ●

保健福祉局 ●

子ども若者はぐくみ局 ●

教育委員会 ●

交通局 ●
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